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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　同一文書の中から、対象の第１の状態を表す第１の状態表現、及び前記対象の前記第１
の状態より後の第２の状態を表す第２の状態表現を抽出する状態表現抽出手段と、
　前記抽出される第１及び第２の状態表現の内容に基づいて、前記対象の前記第１の状態
から前記第２の状態への変化を表す変化情報を出力する変化情報出力手段と、
　を含むことを特徴とする情報処理装置。
【請求項２】
　前記変化情報出力手段は、前記複数の状態表現のうち、前記文書内に表れる順序が後の
状態表現を、前記対象の変化の内容を示す前記変化情報で置き換える
　ことを特徴とする請求項１記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記変化情報出力手段は、前記抽出される各状態表現の内容に基づいて、前記対象の変
化の極性を評価し、当該評価の結果を示す情報を前記変化情報として出力する
　ことを特徴とする請求項１又は２記載の情報処理装置。
【請求項４】
　前記対象の状態表現となりうる複数の候補文字列と、当該各候補文字列により表される
状態に対する評価情報と、を含む状態名辞書を記憶する辞書記憶手段をさらに含み、
　前記変化情報出力手段は、前記状態名辞書を用いて、前記抽出される各状態表現により
表される各状態の評価情報を取得し、当該取得した各評価情報の変化に基づいて、前記対
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象の変化の極性を判定する
　ことを特徴とする請求項３記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記対象に影響する作用を表す作用表現を抽出する作用表現抽出手段と、
　前記出力される変化情報と、前記抽出される作用表現と、に基づいて、前記作用による
前記対象の変化に関する結果情報を出力する結果情報出力手段と、
　をさらに含むことを特徴とする請求項１から４のいずれか一項記載の情報処理装置。
【請求項６】
　文書群の中から、対象の第１の状態を表す第１の状態表現、及び前記対象の前記第１の
状態より後の第２の状態を表す第２の状態表現を抽出する状態表現抽出手段と、
　前記抽出される第１及び第２の状態表現の内容に基づいて、前記対象の前記第１の状態
から前記第２の状態への変化を表す変化情報を出力する変化情報出力手段と、
　を含むことを特徴とする情報処理装置。
【請求項７】
　前記変化情報出力手段は、前記変化情報として、前記対象の前記第１の状態から前記第
２の状態への変化を表す文字列を出力する
　ことを特徴とする請求項１から６のいずれか一項記載の情報処理装置。
【請求項８】
　同一文書の中から、対象の第１の状態を表す第１の状態表現、及び前記対象の前記第１
の状態より後の第２の状態を表す第２の状態表現を抽出する状態表現抽出手段、及び
　前記抽出される第１及び第２の状態表現の内容に基づいて、前記対象の前記第１の状態
から前記第２の状態への変化を表す変化情報を出力する変化情報出力手段、
　としてコンピュータを機能させるためのプログラム。
【請求項９】
　文書群の中から、対象の第１の状態を表す第１の状態表現、及び前記対象の前記第１の
状態より後の第２の状態を表す第２の状態表現を抽出する状態表現抽出手段、及び
　前記抽出される第１及び第２の状態表現の内容に基づいて、前記対象の前記第１の状態
から前記第２の状態への変化を表す変化情報を出力する変化情報出力手段、
　としてコンピュータを機能させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、情報処理装置及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、複数の文書を収集し、その中から、何らかの対象に関する評価を表す表現を抽出
する技術が研究されている（例えば特許文献１、非特許文献１及び２参照）。このような
技術の適用対象となる文書においては、通常、対象に対する評価が多様な表現で記述され
ている。また、一つの対象に対する評価の観点にも多様性がある。そこで、例えば非特許
文献１及び２では、対象に対する評価の観点として属性を定義し、ある対象のある属性に
関する評価を、対象・属性・評価値の組として収集する技術が提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００５－２３５０１４号公報
【非特許文献】
【０００４】
【非特許文献１】小林のぞみ、乾健太郎、松本裕治、立石健二、福島俊一、「意見抽出の
ための評価表現の収集」、自然言語処理、言語処理学会、２００５年７月、Vol.12、No.3
、pp.203-222
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【非特許文献２】飯田龍、小林のぞみ、乾健太郎、松本裕治、立石健二、福島俊一、「意
見抽出を目的とした機械学習による属性－評価値対同定」、情報処理学会研究報告．自然
言語処理研究会報告、情報処理学会、２００５年１月、Vol.2005、No.1、pp.21-28
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、文書内の記述から、対象に生じた変化を評価することのできる情報処理装置
及びプログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　請求項１記載の発明は、情報処理装置であって、文書の中から、対象の状態を表す複数
の状態表現を抽出する状態表現抽出手段と、前記抽出される各状態表現の内容に基づいて
、前記対象の変化に関する変化情報を出力する変化情報出力手段と、を含むことを特徴と
する。
【０００７】
　請求項２記載の発明は、請求項１記載の情報処理装置であって、前記変化情報出力手段
は、前記複数の状態表現のうち、前記文書内に表れる順序が後の状態表現を、前記対象の
変化の内容を示す前記変化情報で置き換えることを特徴とする。
【０００８】
　請求項３記載の発明は、請求項１又は２記載の情報処理装置であって、前記変化情報出
力手段は、前記抽出される各状態表現の内容に基づいて、前記対象の変化の極性を評価し
、当該評価の結果を示す情報を前記変化情報として出力することを特徴とする。
【０００９】
　請求項４記載の発明は、請求項３記載の情報処理装置であって、前記対象の状態表現と
なりうる複数の候補文字列と、当該各候補文字列により表される状態に対する評価情報と
、を含む状態名辞書を記憶する辞書記憶手段をさらに含み、前記変化情報出力手段は、前
記状態名辞書を用いて、前記抽出される各状態表現により表される各状態の評価情報を取
得し、当該取得した各評価情報の変化に基づいて、前記対象の変化の極性を判定すること
を特徴とする。
【００１０】
　請求項５記載の発明は、請求項１から４のいずれか一項記載の情報処理装置であって、
前記対象に影響する作用を表す作用表現を抽出する作用表現抽出手段と、前記出力される
変化情報と、前記抽出される作用表現と、に基づいて、前記作用による前記対象の変化に
関する結果情報を出力する結果情報出力手段と、をさらに含むことを特徴とする。
【００１１】
　請求項６記載の発明は、文書の中から、対象の状態を表す複数の状態表現を抽出する状
態表現抽出手段、及び前記抽出される各状態表現の内容に基づいて、前記対象の変化に関
する変化情報を出力する変化情報出力手段、としてコンピュータを機能させるためのプロ
グラムである。
【発明の効果】
【００１２】
　請求項１及び６記載の発明によれば、文書内における対象の状態に関する記述に基づい
て、対象に生じた変化を評価するための情報を出力できる。
【００１３】
　請求項２記載の発明によれば、文書中における対象の状態を表す表現を、対象に生じた
変化を表す表現に置き換えることができる。
【００１４】
　請求項３記載の発明によれば、文書内における対象の状態に関する記述に基づいて、対
象に生じた変化の極性を表す情報を出力できる。
【００１５】
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　請求項４記載の発明によれば、対象の状態が定量的でない態様で記述される場合であっ
ても、対象に生じた変化の極性を表す情報を出力できる。
【００１６】
　請求項５記載の発明によれば、作用によって生じる対象への影響を評価するための情報
を出力できる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の実施の形態に係る情報処理装置の構成例を示す図である。
【図２】本発明の実施の形態に係る情報処理装置が実現する機能の一例を示す機能ブロッ
ク図である。
【図３】本発明の実施の形態に係る情報処理装置による処理の対象となる文書の一例を示
す図である。
【図４】本発明の実施の形態に係る情報処理装置による処理の対象となる文書の別の例を
示す図である。
【図５】状態表現を変化表現に置換する処理を実行した結果の一例を示す図である。
【図６】変化表現を極性表現に置換する処理を実行した結果の一例を示す図である。
【図７】変化表現を極性表現に置換する処理を実行した結果の別の例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照しながら説明する。
【００１９】
　図１は、本発明の一実施形態に係る情報処理装置１の構成例を示す図である。情報処理
装置１は、例えばパーソナルコンピュータ等であって、制御部１１と、記憶部１２と、操
作部１３と、表示部１４と、を含んで構成される。
【００２０】
　制御部１１は、例えばＣＰＵ等であって、記憶部１２に格納されるプログラムに従って
各種の情報処理を実行する。本実施形態において制御部１１が実行する処理の具体例につ
いては、後述する。
【００２１】
　記憶部１２は、例えばＲＡＭ等のメモリ素子やハードディスク等を含んで構成される。
記憶部１２は、制御部１１によって実行されるプログラムや、各種のデータを保持する。
また、記憶部１２は、制御部１１のワークメモリとしても動作する。
【００２２】
　操作部１３は、例えばキーボードやマウス等であって、利用者の指示操作を受け付けて
、当該指示操作の内容を制御部１１に出力する。表示部１４は、例えば液晶ディスプレイ
等であり、制御部１１からの指示に従って、画像の表示を行う。
【００２３】
　以下、本実施形態に係る情報処理装置１が実現する機能について、説明する。情報処理
装置１は、機能的に、図２に示すように、文書取得部２１と、状態表現抽出部２２と、変
化情報出力部２３と、作用表現抽出部２４と、結果情報出力部２５と、を含んで構成され
る。これらの機能は、例えば制御部１１が記憶部１２に格納されるプログラムを実行する
ことによって実現される。このプログラムは、例えばインターネット等の通信手段を介し
て提供されてもよいし、光ディスク等の各種のコンピュータ読み取り可能な情報記憶媒体
に格納されて提供されてもよい。
【００２４】
　文書取得部２１は、情報処理装置１による処理の対象となる処理対象文書Ｄを取得する
。処理対象文書Ｄは複数の文を含んでおり、何らかの対象（以下、評価対象という）に対
して影響を及ぼす作用や、当該評価対象のある時点における状態（すなわち、評価対象に
関する事象）などが記録された文書である。ここでは処理対象文書Ｄは、特定の分野に関
する文書であって、評価対象に影響する作用や評価対象の状態などが時系列に沿って記録
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されているものとする。具体例として、処理対象文書Ｄは、患者に対する診療等の内容が
記述された医療文書や、製品に対する修理作業等に関する修理記録文書などであってよい
。なお、文書取得部２１は、処理対象文書Ｄを各種の情報記憶媒体から読み出して取得し
てもよいし、インターネット等の通信手段を介して外部の情報処理装置から取得してもよ
い。
【００２５】
　状態表現抽出部２２は、文書取得部２１が取得した処理対象文書Ｄの中から、評価対象
の状態を表す状態表現を複数個抽出する。具体的に、状態表現抽出部２２は、予め定めら
れた評価対象を表す文字列（評価対象表現）を処理対象文書Ｄ内から検索し、当該評価対
象表現とともに用いられている状態を表現する文字列を、状態表現として抽出する。
【００２６】
　以下、状態表現抽出部２２が状態表現を抽出する処理の具体例について、説明する。本
実施形態では、評価対象を表す文字列が、予め記憶部１２に記憶された対象名辞書に格納
されている。さらに、記憶部１２には、評価対象の状態を表す状態表現となりうる文字列
を定義する情報が、評価対象と関連づけて記憶されている。具体的に、例えば状態が数値
情報で表される場合、状態表現は数字列（または数字列＋単位を表す文字列）であること
が定義されている。また、評価対象の種別によっては、状態表現となりうる語（候補文字
列）が複数個記憶部１２内の状態名辞書に格納されてもよいし、状態表現に用いられる文
字種（数字や記号、カタカナなど）が定義されていてもよい。
【００２７】
　状態表現抽出部２２は、対象名辞書に格納されている評価対象を表す文字列を、処理対
象文書Ｄ内から検索する。そして、当該評価対象を表す文字列に対して、予め定められた
条件を満足するように処理対象文書Ｄ内に含まれている文字列を、評価対象の状態を表す
状態表現として抽出する。ここで、状態表現が満たすべき条件は、例えば、当該文字列が
状態名辞書に登録されており、かつ、処理対象文書Ｄ内において評価対象を表す文字列と
同じ文や同じ行内に含まれる、などの条件であってよい。
【００２８】
　一例として、処理対象文書Ｄが図３に示すような内容の医療に関する記録文書である場
合について説明する。ここでは、評価対象は検査項目の一種である「ＣＡ１２５」であり
、その状態は検査結果の数値によって表されることとする。すなわち、対象名辞書には「
ＣＡ１２５」という語が含まれており、この「ＣＡ１２５」の状態表現は数字列であるこ
とが定義されている。この場合、状態表現抽出部２２は、対象名辞書に含まれる対象名「
ＣＡ１２５」を処理対象文書Ｄの２行目及び５行目から抽出し、さらに、当該評価対象を
表す文字列に続いて処理対象文書Ｄ内に表れる数字列（２行目においては「１０」、５行
目においては「５」）を、評価対象の状態を表す状態表現として抽出する。なお、ここで
は処理対象文書Ｄ内には１種類の対象名しか含まれないこととしているが、対象名辞書に
含まれる複数の対象名が処理対象文書Ｄ内に含まれる場合もあり得る。その場合、対象名
ごとに、その評価対象の状態を表す状態表現が順に抽出される。
【００２９】
　また、別の例として、処理対象文書Ｄが図４に示すようなハードディスク装置の修理記
録文書である場合について説明する。例えばこの文書の１行目は、ハードディスクから「
カッコンカッコン」という音が鳴っている状態を表している。この例では、対象名辞書に
「機器から聞こえる音」という語が含まれており、ハードディスクから生じる音を表す擬
音語が状態名辞書に複数個含まれていることとする。そして、状態表現抽出部２２は、状
態名辞書に含まれており、かつ、「機器から聞こえる音」という文字列に続いて処理対象
文書Ｄ内に表れる語を状態表現として抽出する。
【００３０】
　なお、状態表現抽出部２２は、処理対象文書Ｄ内の文章に対して公知の構文解析や構文
意味解析などを行い、このような解析の結果に基づいて、定められた条件を満たす状態表
現を抽出してもよい。具体的に、例えば状態表現抽出部２２は、評価対象の状態を表す文
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字列が否定を表す語句とともに用いられているか否かを構文解析の結果に基づいて判定し
、否定を表す語句とともに用いられている場合には状態表現としての条件を満たさないと
判定してもよい。こうすれば、状態表現の定義に一致する表現であっても、文書中で実際
には評価対象の状態を表現するために用いられていないと推定される場合、そのような表
現は状態表現として抽出されなくなる。
【００３１】
　変化情報出力部２３は、状態表現抽出部２２によって抽出された各状態表現の内容に基
づいて、評価対象の変化に関する変化情報を出力する。本実施形態では、処理対象文書Ｄ
内において、評価対象の状態が時系列に記述されていることを想定している。そこで、変
化情報出力部２３は、状態表現抽出部２２が抽出した複数の状態表現のうち、処理対象文
書Ｄ内に表れる順序が後の状態表現（以下、単に「後の状態表現」という）を、評価対象
に生じた変化の内容を示す変化情報（変化表現）で置き換えることとする。すなわち、あ
る状態Ｓ１を表す状態表現Ｐ１と、別の状態Ｓ２を表す状態表現Ｐ２と、が処理対象文書
Ｄ内においてこの順に表れる場合、後の状態表現Ｐ２を、状態Ｓ１から状態Ｓ２への変化
を示す「Ｐ１→Ｐ２」といった変化表現に置き換えることとする。図５は、図３に示す処
理対象文書Ｄに対して、このような文字列置換処理を実行した結果得られる文書の内容を
示している。さらに、処理対象文書Ｄ内において、状態表現Ｐ２の後に別の状態Ｓ３を表
す状態表現Ｐ３が含まれる場合、変化情報出力部２３は、状態表現Ｐ３を「Ｐ２→Ｐ３」
のような変化表現に置換する。こうして、処理対象文書Ｄ内において評価対象のある時点
における状態を示す状態表現が、前の状態から当該状態への変化を示す変化表現に置き換
えられる。
【００３２】
　さらに、変化情報出力部２３は、単に状態Ｓ１から状態Ｓ２への変化をそのまま示すの
ではなく、状態表現抽出部２２が抽出した各状態表現の内容に基づいて、評価対象の変化
の極性を評価し、この評価結果を示す情報（極性表現）を変化情報として出力してもよい
。ここで、極性表現は、変化の方向性を表す表現であり、具体例として、状態が定量的に
表される場合にはその変化が数値の上昇か下降かを表す情報であってよい。また、変化情
報出力部２３は、変化の極性として、その変化が「改善」、「悪化」、又は「無効」のい
ずれかを評価することとしてもよい。この場合、「改善」は一般的な評価において好まし
い変化に、「悪化」は好ましくない変化に、「無効」は変化がないか又は意味のない変化
であることに、それぞれ対応する。
【００３３】
　具体的に、状態が数値で表される場合、変化情報出力部２３は、各状態表現の数字列を
数値に変換し、後の状態を表す数値から前の状態を表す数値を減じることによって、数値
の変化量を算出する。そして、算出された変化量の数値が正の値であれば極性を「上昇」
と評価し、負の値であれば極性を「下降」と評価する。その後、変化情報出力部２３は、
後の状態表現を、この評価結果を示す極性表現（例えば「上昇」であれば「＋」、「下降
」であれば「－」）で置き換える。これにより、処理対象文書Ｄの内容は、変化の態様が
より容易に把握される表現に変換される。図６は、図５に示す文書中において「状態表現
→状態表現」というパターンで表される変化表現に対して、このような極性の評価、及び
文字列置換処理が行われた結果得られる文書の内容を示している。なお、変化情報出力部
２３は、以上説明したような後の状態表現から変化表現、変化表現から極性表現という２
段階の置換処理を行うのではなく、状態表現抽出部２２が抽出した状態表現に基づいて、
後の状態表現を直接極性表現に置き換えてもよい。
【００３４】
　また、評価対象の状態が状態名辞書に含まれる複数の候補文字列のいずれかによって表
現される場合、変化情報出力部２３は、状態名辞書に含まれる各状態の評価情報を用いて
、極性を判定することとしてもよい。この場合、状態名辞書には、状態表現の候補文字列
のそれぞれに関連づけて、当該候補文字列により表される状態に対する評価を示す評価情
報が含まれることとする。例えば前述したハードディスクの音の例では、「カッコンカッ
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コン」という音は異常、「コリコリ」は正常など、各状態が正常か異常かを示す評価情報
が候補文字列とともに状態名辞書に含まれることとする。変化情報出力部２３は、状態表
現抽出部２２が抽出した各状態表現により表される状態が正常か異常かを、この状態名辞
書に含まれる評価情報を取得することによって判定する。そして、変化表現により示され
る状態の変化が「正常」→「異常」の場合には、変化表現を「悪化」という極性表現に置
換する。また、「異常」→「正常」の変化であれば「改善」という極性表現に、「正常」
→「正常」又は「異常」→「異常」であれば「無効」という極性表現に、それぞれ変化表
現を置換する。図７は、図４に例示される処理対象文書Ｄに対して、以上説明したような
後の状態表現から変化表現、変化表現から極性表現への置換処理が実行された結果を示し
ている。
【００３５】
　ここで、状態名辞書において状態表現の候補文字列に関連づけられる評価情報は、処理
対象文書Ｄと同種の文書群の内容を解析することによって収集されることとしてもよい。
具体例として、処理対象文書Ｄが修理記録文書であり、これと同種の文書からなる文書群
の中に「ハードディスクからカッコンカッコンという音が鳴り始めたので交換です。」と
いう文が含まれていたとする。また「交換」という文字列が「異常」という評価と結びつ
くことが予め定義されているとする。この場合、本実施形態に係る情報処理装置１は、上
述した「カッコンカッコン」という状態表現と「交換」という文字列が含まれる文を文書
群の中から発見したことに応じて、「カッコンカッコン」という状態表現の候補文字列に
「異常」という評価情報を関連づけた状態名辞書を生成する。
【００３６】
　作用表現抽出部２４は、処理対象文書Ｄの中から、評価対象に影響する作用を表す作用
表現を抽出する。ここで作用とは、評価対象に影響を及ぼす可能性のある人の行為（診療
や修理などの対処）や現象などである。作用表現抽出部２４は、状態表現の場合と同様に
、記憶部１２に記憶された作用名辞書に含まれる作用表現の候補文字列を処理対象文書Ｄ
内から検索するなどの方法で、作用表現を抽出する。
【００３７】
　結果情報出力部２５は、作用表現抽出部２４が抽出した作用表現と、変化情報出力部２
３が出力する変化情報と、に基づいて、当該作用表現により表される作用によって評価対
象に生じる変化（すなわち、作用による評価対象への影響や効果）に関する結果情報を出
力する。具体的に、例えば結果情報出力部２５は、予め定められた条件を満足する位置関
係で処理対象文書Ｄ内に含まれる作用表現、評価対象表現、及び変化表現の３つの要素か
らなる組情報を、結果情報として出力する。このような処理は、非特許文献１などに開示
される対象、属性、評価値の組を特定、収集する手法と同様の手法によって実現されてよ
い。図４に例示される処理対象文書Ｄに対してこのような処理が実行されることにより、
「ＨＤＤの交換」という作用（対処）によって「機器から聞こえる音」という評価対象が
「改善」されたことを示す結果情報が、例えば記憶部１２内のデータベースに出力される
。
【００３８】
　あるいは、結果情報出力部２５は、作用表現抽出部２４が抽出する作用表現と、変化情
報出力部２３が出力する極性表現と、を結びつけて、当該作用表現によって表される作用
による効果を示す結果情報として出力してもよい。
【００３９】
　なお、結果情報出力部２５は、変化情報出力部２３が出力する変化情報によらずに、作
用表現抽出部２４が抽出する作用表現と、処理対象文書Ｄと同種の文書群から収集された
情報と、に基づいて、抽出された作用表現によって表される作用の効果を推定する処理を
実行してもよい。このような推定処理の具体例について、以下、説明する。
【００４０】
　複数の作用表現が連続して抽出された場合、結果情報出力部２５は、これらの作用表現
と同様の作用表現が同様の順序で含まれ、かつ、これらの作用表現の間に「無効」を表す
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表現が含まれる文書を、文書群の中から検索する。具体例として、処理対象文書Ｄに下記
のような記載が存在するとする。
「０７／０３／０１　抗がん剤Ｂを投与
０７／０４／０１　抗がん剤Ｃを投与」
また、ここでは「抗がん剤Ｂ」及び「抗がん剤Ｃ」が作用表現として作用名辞書に含まれ
ているものとする。
【００４１】
　この場合、結果情報出力部２５は、「抗がん剤Ｂ」、「無効」を表す表現、及び「抗が
ん剤Ｃ」がこの順序で含まれる文書を、検索対象の文書群の中から検索する。ここで、「
無効」を表す表現は、予め辞書に記述された固定的な表現であってもよい。また、前述し
た状態名辞書において、「異常」を示す評価情報が関連づけられた状態表現や、過去の解
析結果において「悪化」を示す極性表現に置換された状態表現であってもよい。一例とし
て、文書群に含まれる文書の中に、
「０５／０８／０２　抗がん剤Ｂを投与
０５／０９／０２　ＣＥＡが上昇したため、抗がん剤Ｃに変更」
といった記載が存在したとする。ここで、ＣＥＡ（Carcinoembryonic Antigen、がん胎児
性抗原）の上昇は抗がん剤の効果が十分でないことを示しており、前述した「無効」を表
す表現として連続する「ＣＥＡ」及び「上昇」の語が定義されていることとする。この文
書からは、抗がん剤Ｂの投与後に抗がん剤Ｃを投与するのは、抗がん剤Ｂの効果がなかっ
た場合であることが推定される。そこで、結果情報出力部２５は、このような「抗がん剤
Ｂ」、「ＣＥＡ」＋「上昇」、「抗がん剤Ｃ」が連続する記載を含む文書の検索結果に基
づいて、処理対象文書Ｄにおける「抗がん剤Ｂ」という作用（対処）による変化（効果）
を示す結果情報として、「無効」であることを示す情報を出力する。
【００４２】
　なお、以上の説明においては、処理対象文書Ｄに対する処理を実行する際に、結果情報
出力部２５が連続する作用表現を文書群から検索することとしたが、これに限らず、例え
ば予め文書群から複数の作用表現と、その間の「無効」を表す表現と、を検索し、検索結
果を辞書として記憶しておくこととしてもよい。この場合、結果情報出力部２５は、連続
する複数の作用表現を処理対象文書Ｄ内から抽出した際には、当該作用表現の並びがこの
辞書内で定義されている場合に、前の作用表現によって表される作用の効果が無効である
と判定する。
【符号の説明】
【００４３】
　１　情報処理装置、１１　制御部、１２　記憶部、１３　操作部、１４　表示部、２１
　文書取得部、２２　状態表現抽出部、２３　変化情報出力部、２４　作用表現抽出部、
２５　結果情報出力部。
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